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共有する delicious [6] やはてなブックマーク [7]，写
真を共有する flickr [8]，動画を共有する Youtube [9]
等のサービスが普及している．従来の taxonomyを用
いた分類に比べ，分類が多面的であるという利点から
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2. 3 folksonomy を用いた推薦システムの関連
研究
folksonomyのタグ情報を利用した推薦手法の研究に
























図 1 taxonomy による分類
Fig. 1 A classification based on taxonomy.
図 2 folksonomy による分類




















































































































































Fig. 4 An example of hierarchical clustering.
できるため，非階層的クラスタリングよりも階層的
クラスタリングの方が効果的であると報告されてい














t = (w(c1), w(c2), · · · , w(cn)) (1)
式 (1) は，タグ t におけるベクトルを示しており，










図 4 は Step = 0.15のときの階層的クラスタリングの
例を示している．
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u = (w(u, t1), w(u, t2), · · · , w(u, tn)) (2)
式 (2)は，ユーザ uにおけるベクトルを示しており，
w(u, ti)はユーザ uとタグ ti との関連度である．この





式 (3)はユーザ uにおけるタグ tの関連度を表して
おり，ユーザ uのブックマーク集合 bookmarksに含


















式 (4) において，tf(t, c) はコンテンツ c におけるタ






































しきい値 Step = 0.85 よりあからじめ設定した定数

















Fig. 6 A calculation example of personalized recom-
mendation score.
おり，選定したタグクラスタ cl に含まれるタグ ti と
の関連度を加算していくことにより算出する．同様に
してタグクラスタとコンテンツの関連度を算出する．












w ucl(u, cli) ∗ w ccl(c, cli) (7)
式 (7)は推薦スコアを示しており，選択したタグクラ
スタ集合 Clusters に含まれるタグクラスタ cli にお
いて，関連度の積を加算していくことにより算出する．
図 6 に推薦スコアの算出例を示す．





































順に一つずつコンテンツを選定していく（図 7 中の 1
に該当）．その選定したコンテンツと最も関連度の高
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Algorithm 1 推薦リスト多様化アルゴリズム．
Input: Listi: 個人化された推薦リスト，TagClusters: ユー
ザと関連度があるクラスタ集合
Output: ListDi : 多様化された推薦リスト
1: for all content in Listi do
2: MostRelTagCluster
← {GetMostRelTagCluster(content)};
3: if has(TagClusters, MostRelTagCluster) then
4: add(ListDi , content);
5: delete(TagClusters, MostRelTagCluster);
6: end if
7: if N = |ListDi | then
8: return ListDi ;
9: end if
10: end for




薦リスト ListDi を出力する．Listi はスコアに基づい
て降順にコンテンツが格納されているものとする．ま









設定した N件に達するまで繰り返す（N = |ListDi |）．
5. 評 価 実 験
5. 1 実験の概要



























































Fig. 8 Rating of interest in the recommendation list.
図 9 各推薦リスト 10件中の「興味がある」に対する「興
味があるかつ未知である」コンテンツの割合
Fig. 9 Rate of interest and unknown contents in the
recommendation list.















ツの割合の平均値を求めた．結果を図 9 に示す．図 9
図 10 各推薦リスト 10 件中の「興味がある」と「興味が
あるかつ未知である」コンテンツの平均個数
Fig. 10 Average of content which is “interest” and
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